
と
縦
一
七
・
一
セ
ン
チ
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
の
極
札
が
外
題
様
に
添
付
さ
れ
、
「
琴
山
」
の
墨
印
が
捺
さ
れ
る
。
極
札
の
裏
書
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
第

三
葉
の
表
も
空
白
に
な
り
、
第
三
葉
裏
面
よ
り
墨
付
と
な
る
。
第
二
折
十
枚
、
第
三
折
十
枚
。
第
四
折
も
十
枚
あ
る
べ
き
処
、
九
枚
し
か
な
く
、
綴
じ
糸

が
切
れ
て
い
る
。
そ
し
て
九
枚
目
、
す
な
わ
ち
第
九
葉
及
び
第
十
二
葉
が
、
糸
の
切
れ
た
折
剥
離
し
て
し
ま
い
、
紛
失
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
或
は

茶
掛
な
ど
に
用
い
る
目
的
で
九
枚
目
を
切
離
そ
う
と
し
た
際
、
糸
も
切
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
脱
落
の
一
枚
（
三
楽
、
四
面
）
は
国
歌
大
観
番
号
（
旧
編
の
も
の
）
で
剛
番
歌
本
文
よ
り
郡
番
詞
書
ま
で
、
及
び
邪
番
作
者
（
詞
書
は
剛
番
か
ら

か
か
っ
て
く
る
の
で
も
と
も
と
な
い
）
か
ら
邪
番
詞
書
ま
で
、
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
秋
下
後
半
よ
り
冬
の
冒
頭
付
近
に
該
当
し
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に

か
け
て
の
山
河
を
描
く
作
が
多
い
。
想
像
を
暹
し
く
す
れ
ば
、
或
は
茶
掛
に
用
い
る
に
相
応
し
い
と
目
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

第
五
折
十
枚
、
第
六
折
十
枚
。
第
七
折
は
六
枚
で
第
六
葉
よ
り
五
葉
遊
紙
と
な
る
。
第
九
葉
は
て
い
ね
い
に
切
り
取
ら
れ
、
第
十
二
葉
は
表
紙
と
見
返

本
書
は
本
学
常
磐
松
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。
室
町
時
代
写
本
、
斐
紙
列
帖
装
。
原
装
の
ま
ま
と
思
わ
れ
虫
損
も
殆
ど
な
く
保
存
は
良
好
で
あ
る
が
、
綴

じ
糸
の
弛
み
や
切
れ
の
為
、
後
述
の
如
く
一
枚
紛
失
し
て
い
る
の
が
誠
に
惜
し
ま
れ
る
。

縦
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
○
セ
ン
チ
。
表
紙
は
沈
ん
だ
黄
色
地
に
紺
や
薄
青
色
が
あ
し
ら
わ
れ
た
綴
子
（
唐
物
か
）
で
、
格
子
に
花
菱
、
雲
形

紋
、
唐
獅
子
（
か
と
思
わ
れ
る
が
或
は
龍
か
）
、
唐
菊
、
卍
、
如
意
宝
珠
な
ど
が
織
り
出
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
金
地
に
銀
が
散
ら
さ
れ
る
。

調
査
報
告
十

、
唐
獅
子
（
か
と
思
わ
れ
る
巫

題
叢
、
外
題
、
内
題
は
な
い
。

上
冊
七
折
、
下
冊
八
折
で
、
‐

上
冊
七
折
、
下
冊
八
折

伏
見
殿
邦
高
親
王
御
筆

新
古
今
和
歌
集
二
冊

上
冊
第
一
折
は
十
一
枚
あ
る
が
第
一
葉
は
表
紙
と
見
返
し
と
の
間
に
組
拳
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
葉
は
遊
紙
で
、
左
上
に

西
澤
美
仁
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下
冊
は
、
第
一
折
十
枚
、
内
第
一
葉
は
上
冊
の
場
合
同
様
に
表
紙
と
見
返
し
と
の
間
に
は
さ
ぷ
込
ま
れ
、
第
二
葉
も
遊
紙
に
な
る
。
従
っ
て
第
三
葉
か

ら
墨
付
と
な
る
。
第
二
折
十
枚
、
第
三
折
二
枚
、
第
四
折
八
枚
、
第
五
折
十
枚
、
第
六
折
十
枚
。
第
七
折
も
十
枚
で
あ
る
が
、
第
二
十
葉
が
切
り
離
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
切
離
さ
れ
た
一
葉
は
、
続
く
第
八
折
が
二
枚
で
、
隠
岐
本
敬
書
写
の
た
め
の
承
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
肱
が
本
書
で
は
二
面
と
四
行

分
を
使
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
想
像
で
は
あ
る
が
、
第
七
折
の
最
終
葉
に
隠
岐
本
肱
を
書
写
し
始
め
た
処
、
書
き
切
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
筆
者
自

身
が
切
り
捨
て
た
、
そ
の
痕
跡
と
も
解
さ
れ
な
く
は
な
い
。
後
掲
の
よ
う
に
隠
岐
本
肱
に
は
他
に
比
し
て
他
本
と
の
異
同
や
誤
脱
が
目
に
つ
い
た
り
す

る
。
或
は
本
文
と
賊
文
と
の
間
で
は
あ
る
が
、
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

第
八
折
は
前
述
の
如
く
二
枚
で
、
最
終
葉
は
表
紙
と
見
返
し
の
間
に
は
さ
ゑ
こ
ま
れ
る
。

一
面
十
一
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
で
、
詞
害
は
三
字
下
げ
、
作
者
名
は
上
を
揃
え
て
約
十
二
字
分
下
げ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

上
冊
は
「
新
古
今
和
歌
集
序
」
と
し
て
真
名
序
、
次
い
で
一
葉
の
遊
紙
の
あ
と
仮
名
序
、
「
新
古
今
和
歌
集
巻
第
こ
の
順
に
書
か
れ
、
巻
十
ま
で
が

書
写
さ
れ
る
。
奥
書
等
は
な
し
。
下
冊
は
巻
十
一
よ
り
始
ま
り
巻
二
十
本
文
の
あ
と
に
、
所
謂
隠
岐
本
賊
が
付
さ
れ
る
。
奥
書
等
は
な
い
。
撰
者
名
注

記
、
隠
岐
本
合
点
、
切
出
し
歌
に
対
す
る
注
記
も
な
い
。

又
、
本
書
は
二
重
に
箱
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
内
箱
は
真
塗
り
で
、
蓋
に
は
中
央
に
「
新
古
今
集
」
と
銀
泥
文
字
が
あ
る
。
内
の
り
が
縦
二
三
・
七
セ

ン
チ
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
。
外
の
り
は
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
九
セ
ン
チ
、
高
さ
三
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
身
に
は
底
の
中
央
に
最
大
縦

二
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
・
六
セ
ン
チ
の
瓢
箪
形
の
く
り
ぬ
き
が
あ
り
、
左
上
に

し
の
間
に
は
さ
象
込
ま
れ
る

下
冊
は
、
第
一
折
十
枚
、

と
二
行
に
打
付
害
さ
れ
て
お
り
、
蓋
（

ン
チ
、
横
一
九
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
た
縦
一
三
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
・
二
セ
ン
チ
の
極
札
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
内
の
り
縦
二
二
・
九
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
三
セ
ン
チ
。
外
の
り
縦

二
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
九
セ
ン
チ
、
高
さ
三
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

外
箱
は
桐
で
、
蓋
の
中
央
部
に

伏
見
殿
邦
高
親
王
御
筆

・
五
セ
ン
チ
、
横
一
・
六
セ
ー

小
堀
権
十
郎
殿
新
古
今
集
箱
書

新
古
今
集

蓋
の
外
の
り
は
縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
二
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・
四
セ
ン
チ
。
身
の
内
の
り
は
縦
二
六
・
三
セ
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蔵
書
印
は
上
下
冊
と
も
墨
付
第
一
丁
の
右
下
隅
に
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
の
朱
印
、
墨
付
最
終
丁
左
下
隅
に
「
常
磐
松
文
庫
印
／
七
九
八
九

二
」
及
び
巻
末
遊
紙
最
終
丁
左
上
に
「
妬
／
教
育
研
究
」
（
横
書
）
の
印
が
あ
る
他
に
は
、
旧
蔵
者
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
印
も
害
付
け
も
残

さ
れ
て
い
な
い
。
外
箱
蓋
裏
に
古
書
犀
の
ラ
ベ
ル
が
あ
る
の
象
で
あ
る
。

本
書
筆
者
は
琴
山
の
極
札
、
及
び
外
箱
箱
書
に
見
ら
れ
る
通
り
、
邦
高
親
王
で
あ
ろ
う
。
邦
高
親
王
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期
』
（
昭
和
鏥
年
哩
月
。
同
弱
年
６
月
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
）
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
生
、
享
疎
五

年
（
一
五
三
二
）
没
。
父
式
部
卿
貞
常
親
王
。
父
の
没
後
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
に
伏
見
宮
四
代
を
嗣
ぎ
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
歌
壇
的
活
動
を
開
始
、
文

明
期
の
有
力
歌
人
に
数
え
ら
れ
、
一
歳
年
長
の
三
条
西
実
隆
と
の
交
友
も
知
ら
れ
る
。
家
集
に
「
安
養
院
御
歌
」
「
邦
高
親
王
集
」
「
邦
高
親
王
御
百

首
」
な
ど
が
知
ら
れ
、
伊
達
文
庫
蔵
の
私
撰
集
「
邦
高
集
」
の
編
者
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

新
古
今
和
歌
集
に
つ
い
て
は
改
め
て
書
く
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
諸
伝
本
は
、
集
の
成
立
事
情
に
即
応
さ
せ
て
五
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
行
な
わ

と
な
る
。
伝
本
の
大
部
分
は
第
二
類
に
属
し
て
い
る
が
、
本
書
も
又
、
第
二
類
の
切
り
継
ぎ
時
代
に
成
立
し
た
本
の
流
れ
を
汲
む
と
解
さ
れ
る
。

久
松
潜
一
・
山
崎
敏
夫
・
後
藤
重
郎
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
昭
和
調
年
２
月
）
が
「
異
本
所
載
歌
」
と
し
て
整
理
す
る
弱

首
の
内
、
本
書
は
Ⅳ
首
を
本
文
中
に
持
っ
て
い
る
。
そ
の
数
は
比
較
的
多
い
方
で
あ
る
。

以
下
に
、
国
歌
大
観
番
号
（
旧
編
の
も
の
）
と
共
に
示
す
。

仙
太
神
宮
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
中
に
太
上
天
皇

い
か
に
せ
む
世
に
ふ
る
な
が
め
し
ば
の
戸
に
う
つ
る
ふ
花
の
春
の
暮
が
た
（
巻
二
、
川
の
次
）

②
（
詞
書
欠
。
作
者
か
ら
み
て
前
歌
の
「
延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌
合
歌
」
が
か
か
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
）
山
辺
赤
人

恋
し
く
は
形
見
に
せ
ん
と
我
宿
に
う
へ
し
藤
波
今
さ
か
り
也
（
巻
二
、
脱
の
次
）

れ
て
い
る
。
今
簡
略
に
そ
れ
を
示
す
と

第
一
類

第
二
類

第
三
類

第
四
類

第
五
類

元
久
二
年
寛
宴
時
の
成
立

切
り
継
ぎ
段
階
で
の
成
立

切
り
継
ぎ
完
了
時
の
成
立

所
謂
「
隠
岐
本
」

所
謂
「

そ
の
他

－92－



③
（
郭
一
公
の
心
を
よ
み
侍
け
る
）

郭
公
昔
を
か
け
て
忍
べ
と
や
老
の
ね
覚
に
ひ
と
声
ぞ
す
る

四
題
し
ら
ず

五
月
雨
の
空
だ
に
す
め
る
月
影
に
涙
の
雨
は
は
る
坐
ま
も
な
し

⑤
太
神
宮
に
た
て
ま
つ
り
し
秋
歌
の
中
に

朝
露
の
岡
の
か
や
原
山
風
に
象
だ
れ
て
物
は
秋
ぞ
か
な
し
き

⑥
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
の
家
に
七
夕
の
心
を
ょ
象
侍
け
る
に

契
け
む
程
は
し
ら
ね
ど
七
夕
の
た
え
せ
ぬ
け
ふ
の
天
の
河
か
ぜ

、
（
題
し
ら
ず
）

高
砂
の
尾
上
に
た
て
る
鹿
の
音
に
こ
と
の
外
に
も
ぬ
る
Ｌ
袖
哉

⑧
題
し
ら
ず

誰
な
り
と
を
く
れ
さ
き
だ
つ
程
あ
ら
ば
形
見
に
忍
べ
水
く
き
の
跡

⑨
醍
醐
の
御
門
か
く
れ
給
て
の
比
、
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

世
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
ぷ
る
比
は
ね
な
く
に
夢
の
心
ち
こ
そ
す
れ

⑩
延
喜
御
時
屏
風
歌

波
の
上
に
ほ
の
に
象
え
つ
典
ゆ
く
舟
は
う
ら
吹
風
の
し
る
べ
な
り
け
り

⑪
除
目
の
坐
ち
雁
の
な
き
け
る
を
き
具
て
よ
め
る

都
に
て
春
を
だ
に
や
は
す
ぐ
し
え
ぬ
い
づ
ち
か
雁
の
な
き
て
ゆ
く
覧

⑫
題
し
ら
ず

幾
世
へ
し
い
そ
く
の
松
ぞ
昔
よ
り
立
よ
る
波
や
数
は
知
ら
ん

⑬
太
神
宮
歌
合
に

大
空
に
ち
ぎ
る
思
ひ
の
年
も
へ
ぬ
月
日
も
う
け
よ
ゆ
く
末
の
空

⑭
題
し
ら
ず

顕
昭
法
師

（
巻
三
、
皿
の
次
）

赤
染
衛
門

（
巻
三
、
激
の
次
）

太
上
天
皇

（
巻
四
、
棚
の
次
）

（
作
者
名
欠
）

（
巻
四
、
洲
の
次
）

恵
慶
法
師

（
巻
五
、
州
の
次
）

和
泉
式
部

（
巻
八
、
叩
の
次
）

盛
明
親
王

（
巻
八
、
肌
の
次
）

躬
恒

（
巻
十
、
州
の
次
）

躬
恒

（
巻
十
六
、
皿
の
次
）

貫
之

（
巻
十
七
、
繩
の
次
）

太
上
天
皇

（
巻
十
八
、
畑
）

能
宣
朝
臣
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水
く
き
の
跡
に
残
れ
る
た
ま
の
こ
ゑ
い
と
翼
も
さ
む
き
秋
の
風
哉
（
巻
十
八
、
伽
）

⑮
題
し
ら
ず
西
行
法
師

ね
が
は
く
は
花
の
も
と
に
て
春
し
な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
比
（
巻
十
八
、
恥
の
次
）

（
マ
マ
）

⑩
奉
弊
使
に
て
住
吉
に
ま
い
り
て
、
昔
住
け
る
所
の
荒
た
り
け
る
を
見
て
よ
染
侍
け
る
津
守
有
基

住
吉
と
思
ひ
し
宿
は
あ
れ
に
け
り
神
の
し
る
し
を
待
と
せ
し
ま
に
（
巻
十
九
、
哩

㈹
依
釈
迦
遺
教
念
弥
陀
と
い
ふ
こ
上
ろ
を
肥
後

を
し
へ
置
て
入
に
し
月
の
な
か
り
せ
ば
西
に
心
を
い
か
で
か
け
ま
し

（
巻
二
十
、
恥
の
次
）

こ
の
内
、
若
干
問
題
の
あ
る
の
は
⑥
と
し
て
掲
出
し
た
「
契
け
む
・
…
：
」
の
歌
で
あ
る
。

本
書
は
こ
の
歌
の
作
者
を
欠
い
て
い
る
。
前
歌
の
「
赤
人
」
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
し
て
次
の
「
権
大
納
言
長
家
」
の
歌

年
を
へ
て
住
べ
き
宿
の
池
水
は
星
合
の
影
も
お
も
な
れ
や
せ
ん

に
詞
書
が
付
さ
れ
な
い
た
め
、
当
該
歌
の
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
の
家
に
七
夕
の
心
を
よ
み
侍
け
る
に
」
が
か
か
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
他
伝
本
と
比
較
し
て
承
る
と
、
例
え
ば
烏
丸
本
（
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
」
に
よ
る
）
で
は
、
「
契
け
む
…
…
」
の
歌
の
作
者
を
「
宇
治
前

関
白
太
政
大
臣
」
と
し
、
公
夏
本
（
久
保
田
淳
著
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
」
に
よ
る
）
で
は
、
や
は
り
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
」
の
作
者
名
を
持
つ

が
、
詞
書
は
「
家
に
七
夕
の
心
を
よ
み
侍
け
る
に
」
と
な
り
、
次
の
長
家
歌
で
改
め
て
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
家
に
て
、
七
夕
の
心
を
よ
み
侍
け
る
」

い
ず
れ
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
書
は
脱
落
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
は
な
っ
て
、
そ
の
原
因
は
詞
書
に
「
宇
治

前
関
白
太
政
大
臣
」
の
名
を
掲
げ
た
処
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

但
、
そ
の
脱
落
は
本
書
の
書
写
時
点
で
の
不
注
意
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
歌
の
上
に
、
本
文
と
同
筆
の
付
菱
が
あ
り
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
に

こ
の
「
契
け
む
：
．
…
」
「
年
を
へ
て
…
…
」
両
首
の
歌
順
は
逆
転
す
る
伝
本
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
て
、
例
え
ば
東
京
大
学
国
文
研
究
室
本
（
久
保
田
淳

編
『
新
古
今
和
歌
集
Ｉ
改
訂
版
ｌ
』
桜
楓
社
刊
、
に
よ
る
）
で
は
「
年
を
へ
て
・
…
：
」
歌
に
詞
書
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
家
に
、
七
夕
の
心
を
よ

み
侍
け
る
に
」
作
者
「
権
大
納
言
長
家
」
、
続
く
「
契
け
む
…
。
：
」
歌
に
は
作
者
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
」
の
み
付
さ
れ
て
、
詞
書
が
か
か
る
形
を
採

但
、
そ
の
脱
落
は
本
書
の
圭
晨

注
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

が
、
詞
書
は
「
家
伝

と
雪
調
聿
冒
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
。
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本
書
が
諸
伝
本
間
に
占
め
る
位
置
を
見
定
め
る
手
段
と
し
て
は
、
奥
書
な
ど
を
持
た
な
い
た
め
、
歌
の
出
入
り
と
本
文
異
同
と
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。

歌
の
出
入
り
で
最
も
著
し
い
の
は
、
先
に
一
覧
し
た
切
出
し
歌
で
あ
る
。
前
掲
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
の
「
異
本
所
載
歌
」
の
項
、
及
び
後
藤
重
郎

「
新
古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
」
（
昭
和
粥
年
３
月
）
の
「
異
本
所
収
歌
一
覧
表
」
の
項
を
参
照
し
て
、
本
書
と
の
異
同
を
検
す
る
に
、
最
も
近
い
と
思

わ
れ
る
も
の
は
、
名
古
屋
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
（
二
八
二
七
五
八
）
で
あ
る
。
後
藤
氏
著
書
で
は
「
名
国
１
」
の
略
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本

玉
依
姫
三
統
理
平

と
び
か
け
る
あ
ま
の
岩
舟
尋
て
ぞ
秋
津
島
に
は
（
宮
は
じ
め
け
る
）
（
巻
十
九
、
棚
）

の
二
個
所
に
及
ぶ
空
白
個
所
が
あ
る
。
空
白
部
分
を
（
）
に
入
れ
て
右
に
は
掲
出
し
た
が
、
後
日
補
な
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
空
白
で
あ

り
、
も
し
、
上
冊
巻
四
の
付
塗
よ
り
知
ら
れ
る
姿
勢
が
終
始
貫
か
れ
て
い
た
の
な
ら
、
こ
こ
に
も
何
ら
か
の
注
記
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
或

は
下
冊
第
七
折
最
終
葉
の
切
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
本
書
は
書
写
に
際
し
、
親
本
以
外
は
用
い
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
又
、
本
書
に
は
数
個
所
異
本
校
合
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
以
上
よ
り
す
る
と
、
そ
の
校
合
は
親
本
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
転

相
手
に
委
ね
て
い
る
。
下
冊
巻
十
九
に
は

延
喜
六
年
日
本
（
紀
寛
宴

こ
の
さ
く
し
や
、
こ
な
た
の
ぼ
ん
お
ぽ
つ
か
な
き
事
候
程
に
、
わ
ざ
と
ま
づ
か
き
候
は
ず
候
、
そ
な
た
に
て
よ
き
ほ
ん
に
御
ら
ん
じ
あ
は
せ
候
て

あ
そ
ば
し
候
べ
く
候
、
こ
な
た
に
て
も
く
ち
の
ほ
ん
に
て
見
い
だ
し
候
ば
、
か
さ
ね
て
申
候
べ
く
候

こ
の
付
菱
同
筆
で
あ
る
が
、
本
書
書
写
時
点
で
加
え
ら
れ
た
注
記
か
、
親
本
に
既
に
あ
っ
て
そ
の
忠
実
な
転
写
な
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
前
者
で
あ
ろ
う
。
付
菱
の
記
入
者
に
と
っ
て
の
親
本
（
「
こ
な
た
の
ぼ
ん
」
）
は
、
こ
の
歌
の
作
者
名
に
関
し
て
「
お
ぼ
っ
き
な
き
事
」
が
存
在
し
た
。

そ
の
た
め
に
「
わ
ざ
と
ま
づ
か
き
候
は
ず
候
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
名
を
欠
い
て
い
る
（
と
い
う
よ
り
、
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
）
理
由
を
こ

の
よ
う
に
説
明
す
る
以
上
は
、
「
こ
な
た
の
ほ
ん
」
に
は
作
者
名
が
、
お
そ
ら
く
は
烏
丸
本
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
」
と
で
も
あ

写
し
た
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
が
高
く
な
る
。

及
び

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
菱
は
そ
う
し
た
事
情
を
心
覚
え
と
し
て
で
は
な
く
、
贈
呈
を
前
提
と
し
て
注
記
し
て
い
る
。
他
本
校
合
に
よ
る
本
文
校
訂
を
他
日
に
、
と
い
う
よ
り

延
喜
六
年
日
本
（
紀
寛
宴
に
、
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
）

白
浪
に
玉
よ
り
姫
の
こ
し
こ
と
は
な
ぎ
さ
や
つ
ゐ
に
と
ま
り
成
け
ん

大
江
千
古

（
巻
十
九
、
恥
）

Ｐ
ヘ
リ

〈
ｕ
）



稿
で
は
他
と
紛
れ
る
可
能
性
は
な
い
の
で
、
仮
に
名
大
本
と
称
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
名
大
本
は
巻
十
ま
で
の
零
本
で
は
あ
る
が
、
伝
存
部
分
に
９
首
の

「
異
本
所
収
歌
」
を
有
し
、
そ
の
全
て
が
本
書
に
一
致
す
る
。
た
だ
、
本
書
が
有
す
る
⑤
の
「
朝
露
の
．
．
…
・
」
の
歌
は
後
藤
氏
著
書
に
よ
れ
ば
名
大
本
に

見
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
や
ら
後
藤
氏
前
掲
書
（
Ｐ
奎
巴
に
誤
植
が
あ
る
よ
う
で
、
巻
十
ま
で
は
名
大
本
と
本
書
と
は
全
て
の
歌
が
一
致
す
る
。

そ
の
名
大
本
は
、
後
藤
重
郎
氏
及
び
名
古
屋
大
学
国
文
学
研
究
室
の
御
厚
意
に
よ
り
調
査
を
行
な
っ
た
処
、
本
書
の
転
写
本
と
判
明
し
た
。
以
下
に
理

ミ

を

⑤
Ⅷ
詞
耆
ｌ
身
ま
か
り
に
け
る
。
’
身
ま
か
り
に
け
る
を

が
主
な
も
の
だ
が
、
仙
叫
⑤
の
よ
う
に
、
本
書
が
書
入
れ
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、
名
大
本
は
そ
の
結
果
生
じ
る
完
成
本
文
の
み
を
持
ち
、

側
側
の
よ
う
な
本
書
に
誤
写
誤
脱
が
想
定
で
き
る
個
所
で
も
正
し
い
本
文
の
象
持
つ
。
（
側
は
後
述
の
よ
う
に
諸
本
は
「
基
俊
が
も
と
へ
」
）
但
、
哩
詞

書
「
十
五
首
」
（
諸
本
「
五
十
首
」
が
正
し
い
）
の
よ
う
な
も
の
は
誤
り
と
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
よ
り
す
れ
ば
、
本
書
と
名
大
本
と
の
関
係
は
親
子
と
も
姉
妹
と
も
決
し
か
ね
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
前
に
触
れ
た
「
契
け
む
・
・
：
．
．
」
の
歌
の
作
者

名
を
、
名
大
本
は
や
は
り
欠
き
、
し
か
も
本
書
の
よ
う
に
は
付
菱
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
可
能
性
の
内
で
、
本
書
を
転
写
し
て
名
大
本
が
成
っ

た
、
と
見
る
の
が
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
名
大
本
の
書
写
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
親
本
に
作
者
名
が
あ
れ
ば
書
か
な
い
は
ず
は
な
く
、
付
菱
が
あ
っ

て
も
（
な
く
て
も
）
書
か
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
書
と
親
本
を
共
有
す
る
と
は
考
え
難
く
、
且
、
本
書
を
親
本
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

因
み
に
本
書
の
一
枚
の
欠
落
し
た
本
文
は
、
名
大
本
に
よ
り
補
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

集
イ

川
真
名
序
ｌ
先
抽
万
葉
之
内
（
本
書
）
ｌ
先
抽
万
葉
集
之
内
（
名
大
本
）

面
は
皿
行
に
書
写
し
て
、
都
合
一

又
、
本
文
異
同
に
関
し
て
も
、

そ
の
名
大
本
は
、

由
を
述
べ
て
お
く
。

③
棚
第
五
句
ｌ
夜
の
夜
の
月
ｌ
秋
の
夜
の
月

倒
剛
詞
書
Ｉ
基
俊
が
も
と
へ
ｌ
基
俊
も
と
へ

②
醜
第
五
句
Ｉ
五
月
の
空
ｌ
五
月
雨
の
空

名
大
本
も
本
書
同
様
、
七
折
で
あ
る
が
、
第
七
折
の
八
枚
（
但
、
最
後
の
一
葉
が
切
り
取
ら
れ
て
咄
番
歌
本
文
以
下
、
一
面
分
を
欠
く
）
は
料
紙
が
異

な
り
、
第
六
折
の
巻
八
ま
で
は
行
の
配
り
や
字
母
に
至
る
ま
で
本
書
と
殆
ど
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
巻
八
巻
末
歌
以
下
九
行
分
を
余
白
と

し
、
巻
九
よ
り
改
面
す
る
の
に
対
し
、
名
大
本
は
四
行
分
程
空
け
て
す
ぐ
そ
の
面
に
巻
九
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
七
折
の
第
二
面
は
追
行
、
第
三

面
は
皿
行
に
書
写
し
て
、
都
合
一
面
分
の
節
約
を
果
し
て
い
る
。
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と
表
示
し
う
る
共
有
と
異
同
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
）
の
内
に
入
れ
た
の
は
巻
十
ま
で
の
数
値
で
あ
る
。
但
、
御
室
本
は
巻
末
に
一
括
さ
れ

但
、
烏
丸
本
・
御
室
本
・
大
夫
本
・
信
量
本
の
い
ず
れ
も
が
、
本
書
の
持
た
な
い

（
題
し
ら
ず
）
中
納
言
家
持

ふ
る
里
に
花
は
散
つ
上
桑
吉
野
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
だ
盛
な
り
（
巻
二
、
川
の
次
）

を
持
ち
、
代
わ
り
に
側
の
「
恋
し
く
は
…
．
：
」
歌
は
持
た
な
い
。
烏
丸
本
は
㈹
’
㈹
を
持
た
ず

（
だ
い
し
ら
ず
）
増
基
法
師

ほ
と
異
ぎ
す
花
た
ち
花
の
か
ば
か
り
に
な
く
や
む
か
し
の
名
残
成
ら
ん
（
巻
三
、
州
の
次
）

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
信
量
本
に
も
見
え
る
。
そ
の
信
量
本
は
本
書
の
持
た
な
い
歌
を
前
掲
両
首
を
含
め
て
５
首
持
ち
、
逆
に
本
書
の
持
つ
伽
②
⑧

側
⑩
⑫
⑬
⑯
の
８
首
を
持
た
な
い
。
す
な
わ
ち
「
異
本
所
収
歌
」
の
本
書
と
の
共
有
数
こ
そ
９
首
に
の
ぼ
る
も
の
の
、
過
首
の
出
入
り
を
見
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
な
ど
な
ど
同
様
の
数
え
方
を
施
し
て
い
く
と
、
前
掲
諸
伝
本
は
本
書
に
対
し
、

て
い
る
も
の
を
便
宜
上
省
い
た
。

さ
て
、
本
書
と
の
間
に
「
異
本
所
収
歌
」
共
有
歌
数
を
９
首
、
又
は
８
首
を
も
つ
伝
本
に
、
烏
丸
本
（
天
理
図
書
館
蔵
。
書
陵
部
蔵
烏
丸
光
栄
書
写

本
も
同
じ
）
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
御
室
本
（
「
御
室
本
」
と
略
称
す
る
）
、
武
田
祐
吉
氏
旧
蔵
大
夫
阿
闇
梨
円
嘉
本
（
「
大
夫
本
」
と
略
称
す
る
）
、
後
藤
重
郎

氏
蔵
大
炊
御
門
信
量
奥
書
本
（
「
信
量
本
」
と
略
称
す
る
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
前
掲
⑥
の
「
契
け
む
・
・
：
：
」
の
歌
の
位
置
を
本
書
と
同
じ
く
す

る
○

（
名
大
本
）

烏
丸
本

御
室
本

大
夫
本

信
量
本

異
本
所
収
歌
数

ｍ
（
皿
）

、
（
、
）

蛆
（
４
）

９
（
７
）

皿
（
８
）

異
本
所
収
歌
共
有
数

ｍ
（
皿
）

９
（
９
）

９
（
３
）

８
（
６
）

９
（
５
）

出
入
り
歌
数

０
（
０
）

皿
（
３
）

９
（
８
）

皿
（
５
）

Ｂ
（
５
）
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但
、
歌
順
異
同
で
諸
伝
本
間
に
最
も
揺
れ
の
大
き
い
部
分
と
さ
れ
る

元
暦
元
年
大
営
会
主
基
歌
、
青
羽
山
式
部
大
輔
光
範

立
よ
れ
ば
涼
し
か
り
け
り
水
鳥
の
青
羽
の
山
の
松
の
夕
か
ぜ
（
巻
七
、
商
）

同
大
営
会
主
基
方
稲
舂
歌
、
丹
波
国
長
田
村
を
よ
め
る
権
中
納
言
兼
光

神
代
よ
り
け
ふ
の
た
め
と
や
や
つ
か
ほ
に
な
が
田
の
い
ね
の
し
な
ひ
そ
め
け
ん
（
巻
七
、
耐
）

の
歌
順
、
及
び
詞
書
が
本
書
（
右
掲
の
通
り
）
に
一
致
す
る
の
は
、
前
掲
諸
本
の
内
で
は
、
大
夫
本
・
信
量
本
に
限
ら
れ
る
。

以
上
、
本
書
を
従
来
紹
介
さ
れ
た
新
古
今
和
歌
集
諸
伝
本
の
中
に
位
置
づ
け
て
ゑ
た
。

次
に
、
主
要
な
本
文
異
同
を
列
挙
し
て
お
く
。
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
の
「
校
異
」
を
参
照
し
、
本
書
に

異
文
が
注
記
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
全
て
を
掲
げ
た
が
、
他
は
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
た
。
異
同
個
所
、
本
書
の
本
文
、
（
）
内
に
本
書
と
同
一

の
本
文
を
持
つ
諸
本
の
略
称
、
他
本
の
本
文
、
（
）
内
に
そ
の
本
文
を
持
つ
諸
本
の
略
称
の
順
に
記
し
た
。
諸
本
略
称
は
以
下
の
通
り
。
公
夏
本
Ｉ
↓

キ
。
烏
丸
本
ｌ
↓
力
。
伝
為
氏
本
ｌ
↓
氏
。
尊
経
閣
本
ｌ
↓
ソ
。
小
宮
本
ｌ
↓
．
・
柳
瀬
本
ｌ
↓
ャ
。
縢
司
本
ｌ
↓
司
。
東
大
本
ｌ
↓
卜
。
慶
祐
本
ｌ
↓

ヶ
。
大
夫
本
ｌ
↓
大
。
伝
親
元
本
ｌ
↓
チ
。
諸
本
の
過
半
が
一
致
す
る
場
合
ｌ
↓
諸
。

集
イ

真
名
序
Ｉ
先
抽
万
葉
之
内
Ｉ
先
抽
万
葉
集
之
内
（
諸
）
。

７
第
五
句
ｌ
ぷ
ち
も
と
む
な
り
（
ヤ
チ
）
Ｉ
も
と
む
ら
ん
（
キ
カ
氏
ソ
コ
ト
大
）
も
と
む
也
（
ヶ
司
）

ら
ん

別
初
句
Ｉ
こ
ぬ
人
に
（
．
）
Ｉ
見
ぬ
人
に
（
諸
）

棚
第
五
句
ｌ
袖
か
ふ
れ
け
ん
（
チ
）
ｌ
ふ
れ
つ
る
（
諸
）
ふ
れ
け
る
（
キ
）

川
第
五
句
Ｉ
花
や
散
ら
ん
口
花
ぞ
ち
り
け
る
（
諸
）

ね
イ
れ
イ

刷
第
四
句
ｌ
た
え
て
つ
れ
な
き
（
氏
ソ
司
チ
）
Ｉ
た
え
て
つ
れ
な
き
（
キ
カ
コ
ヶ
大
）
つ
れ
な
き
（
ャ
）
つ
れ
な
き
（
卜
）

さ
き
イ

脱
第
三
句
ｌ
さ
き
に
け
り
ｌ
ち
り
に
け
り
（
諸
）
散
り
に
け
り
（
卜
）

Ⅷ
第
四
句
Ｉ
を
の
が
時
と
ぞ
Ｉ
お
の
が
比
と
ぞ
（
諸
）

つ
イ
き
イ

加
第
五
句
ｌ
ま
っ
ぞ
わ
び
し
き
ｌ
待
ち
ぞ
わ
び
に
し
（
諸
）
ま
ち
ぞ
わ
び
に
し
（
卜
）
ま
ち
ぞ
わ
び
ま
し
（
チ
）

る
だ
ろ
う
。

但
、
歌
帽

一
応
の
目
安
と
し
て
、
上
冊
は
烏
丸
本
に
（
９
首
一
致
、
３
首
の
出
入
り
）
、
下
冊
は
御
室
本
に
（
６
首
一
致
、
１
首
の
承
の
出
入
り
）
近
い
と
い
え
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を
イ

加
第
五
句
ｌ
草
の
枕
を
ｌ
草
の
ま
く
ら
に
（
諸
）
草
の
ま
く
ら
に
（
ャ
）

鯛
第
四
句
ｌ
い
づ
れ
か
さ
き
に
（
キ
チ
）
ｌ
い
づ
れ
か
ま
づ
は
（
諸
）

く
イ

池
第
二
句
ｌ
降
く
る
雨
は
（
キ
司
ヶ
大
チ
）
ｌ
ふ
り
つ
る
雨
は
（
氏
ソ
コ
ャ
）
ふ
り
つ
る
雨
は
（
カ
ト
）

を
の
ユ
イ

謝
第
二
句
ｌ
朝
た
つ
を
の
聖
ｌ
朝
た
つ
の
べ
の
（
諸
）
朝
た
つ
野
べ
の
（
卜
）

て
イ

測
第
三
句
ｌ
ほ
に
出
ば
（
氏
）
ｌ
ほ
に
出
て
（
キ
ソ
ャ
司
ヶ
大
）
ほ
に
い
で
聖
は
（
カ
コ
チ
）
ほ
に
い
で
ぱ
（
卜
）

瀬
第
五
句
ｌ
夜
の
夜
の
月
ｌ
秋
の
夜
の
月
（
諸
）

池
作
者
ｌ
家
隆
朝
臣
（
ソ
コ
）
ｌ
藤
原
家
隆
朝
臣
（
キ
氏
司
ト
ヶ
大
）
藤
原
家
隆
（
チ
）
「
藤
原
」
補
入
（
力
）
「
藤
原
」
ミ
セ
ヶ
チ
（
ャ
）

卿
詞
書
ｌ
田
家
月
を
（
カ
氏
コ
ャ
）
ｌ
田
家
月
と
い
ふ
事
を
（
キ
司
ト
ヶ
大
チ
）
田
家
月
（
ソ
）

哉
イ
け

蝿
第
五
句
ｌ
月
哉
（
カ
氏
ソ
コ
）
ｌ
月
影
（
キ
ヶ
大
チ
）
月
影
（
ト
ャ
）
月
か
な
（
司
）

蠅
詞
書
ｌ
心
を
よ
め
る
（
カ
氏
ソ
３
１
心
を
（
諸
）
「
よ
め
る
」
朱
（
ャ
）

細
第
四
五
句
ｌ
鹿
の
ひ
と
り
’
ひ
と
り
鹿
の
（
諸
）

羽
風

棚
第
二
句
ｌ
雁
の
翅
に
（
カ
氏
司
）
Ｉ
雁
の
は
風
に
（
諸
）
雁
の
っ
ぱ
さ
に
（
ト
）

と
イ

伽
第
二
句
ｌ
み
山
の
庵
の
（
ヤ
チ
）
ｌ
ね
山
の
い
ほ
の
（
諸
）
「
ね
」
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
ゑ
や
ま
（
司
）
深
山
（
ト
）

り
イ

る
イ

池
第
五
句
’
し
た
ふ
也
（
司
）
’
し
た
ふ
な
る
（
諸
）
し
た
ふ
な
る
（
ト
）
し
た
ふ
な
り
（
ャ
）

の
イ

獅
第
四
句
ｌ
夜
な
ノ
ー
虫
の
（
キ
氏
ャ
）
ｌ
ょ
な
ｊ
、
む
し
は
（
諸
）
虫
は
（
ト
）

剛
詞
書
ｌ
ょ
ま
せ
侍
け
る
に
（
キ
）
ｌ
よ
み
侍
け
る
に
（
諸
）

加
詞
書
ｌ
と
び
の
ぽ
る
を
承
て
つ

ぶ
て
（
司
）
の
ぽ
る
を
ぶ
て
（
ヤ
）

鯉
第
四
句
Ｉ
快
に
か
上
る
ｌ
快
に
あ
ま
る

剛
初
句
Ｉ
三
島
江
や
ｌ
三
島
江
の
（
諸
）

醜
第
五
句
五
月
の
空
ｌ
五
月
雨
の
空
（

川
第
二
句
Ｉ
思
ひ
も
あ
へ
ぬ
下
思
ひ
ぞ
あ
へ
ぬ
（
諸
）

鯉
第
四
句
Ｉ
快
に
か
上
る
ｌ
快
に
あ
ま
る
（
諸
）

郡
初
句
ｌ
暗
く
も
る
Ｉ
は
れ
く
も
り
（
諸
）

型
剛
の
空
（
諸
）
五
月
雨
の
こ
ろ

（
カ
氏
ソ
チ
）
ｌ
と
び
け
る
を

（
卜
）

わ
た
る
イ

（
キ
ヶ
大
）
と
び
わ
た
る
を
ゑ
て
（
．
）
と
び
の
ぽ
る
を
見
て
（
卜
）
と
び
た
る
を
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肌
作
者
ｌ
右
衛
門
督
通
光
ｌ
右
衛
門
督
通
具
（
諸
）
左
衛
門
督
通
具
（
司
）

に
イ

剛
第
四
句
ｌ
槙
の
し
た
葉
も
ｌ
ま
き
の
下
ぱ
に
（
諸
）
下
葉
も
（
ャ
）

藤
原
イ

脱
作
者
ｌ
雅
経
（
ソ
ゴ
）
ｌ
藤
原
雅
経
（
諸
）
・
雅
経
（
ヵ
）

剛
詞
書
ｌ
基
俊
が
も
と
へ
ｌ
基
俊
が
も
と
へ
（
諸
）

ミ

か
た
し
き
イ

脱
初
句
ｌ
か
た
し
き
の
（
チ
）
ｌ
さ
む
し
ろ
の
（
諸
）
さ
む
し
ろ
や
（
大
）
さ
む
し
ろ
の
（
ト
）

ど
イ

剛
第
三
句
ｌ
な
が
む
れ
ど
（
カ
氏
ソ
ヶ
）
ｌ
な
が
む
れ
ば
（
キ
コ
司
大
チ
）
な
が
む
れ
ば
（
ャ
）

両
本
無
性

剛
作
者
ｌ
定
家
朝
臣
（
ソ
ャ
）
ｌ
藤
原
定
家
朝
臣
（
諸
）
定
家
朝
臣
（
ヵ
）
藤
原
定
家
（
チ
）

藤
原

剛
作
者
ｌ
有
家
朝
臣
（
ソ
コ
ャ
）
ｌ
藤
原
有
家
朝
臣
（
諸
）
・
有
家
朝
臣
（
ヵ
）

ふ
る
イ

棚
第
五
句
１
世
に
も
有
哉
（
カ
氏
コ
ャ
司
チ
）
１
世
に
も
ふ
る
か
な
（
キ
ソ
ヶ
大
）
有
哉
（
ト
）

剛
第
四
句
ｌ
煙
も
さ
む
し
（
キ
ヵ
ソ
）
ｌ
け
ぶ
り
も
さ
び
し
（
諸
）

Ⅷ
作
者
ｌ
有
家
朝
臣
（
カ
ソ
コ
）
Ｉ
藤
原
有
家
朝
臣
（
諸
）

胴
作
者
ｌ
土
御
門
右
大
臣
師
房
ｌ
土
御
門
右
大
臣
（
諸
）
土
御
門
左
大
臣
（
キ
）

剛
第
三
句
ｌ
わ
た
ら
へ
や
ｌ
わ
た
ら
ひ
や
（
諸
）

剛
作
者
Ｉ
定
家
朝
臣
（
カ
ソ
コ
）
ｌ
藤
原
定
家
朝
臣
（
諸
）
「
藤
原
」
ミ
セ
ヶ
チ
（
ャ
）

あ
ま
る
イ

伽
第
三
句
１
つ
Ａ
む
覧
（
カ
氏
ソ
コ
司
チ
）
Ｉ
あ
ま
る
ら
ん
（
キ
ヶ
大
）
っ
坐
む
ら
ん
（
ヤ
ト
）

剛
詞
書
ｌ
入
道
前
太
政
大
臣
ｌ
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
諸
）

耐
詞
書
ｌ
悠
紀
（
氏
ソ
司
ト
）
ｌ
悠
紀
方
（
キ
ヵ
コ
ヶ
大
チ
）
「
方
」
ミ
セ
ヶ
チ
（
ャ
）

耐
詞
書
ｌ
悠
紀
（
氏
ソ
コ
）
ｌ
悠
紀
方
（
諸
）
「
方
」
ミ
セ
ヶ
チ
（
ヵ
）

噸
詞
書
ｌ
さ
き
た
る
ｌ
花
さ
き
た
る
（
茜
花
の
さ
き
た
る
（
卜
）
花
の
さ
き
け
る
民
）

剛
詞
書
ｌ
申
っ
か
は
し
け
る
（
カ
ャ
チ
）
１
つ
か
は
し
け
る
（
諸
）

を

剛
詞
書
Ｉ
身
ま
か
り
に
け
る
。
’
身
ま
か
り
に
け
る
を
（
諸
）

同
ｌ
さ
が
の
辺
に
（
氏
ソ
コ
ざ
ｌ
さ
が
の
臆
と
り
に
（
キ
ヶ
大
）
嵯
峨
野
の
ほ
と
り
に
？
）
き
が
野
の
櫃
ど
に
（
司
）
き
が
？
辺
に
（
ヵ

剛
詞
書
ｌ
承
暦
四
年
ｌ
承
暦
二
年
（
諸
）

ぱ
イ

な
が
む
れ
ど
（
卜
）
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伽
作
者
ｌ
久
我
太
政
大
臣
雅
実
Ｉ
久
我
太
政
大
臣
（
諸
）

剛
詞
書
ｌ
又
の
年
の
月
を
見
て
ｌ
又
の
と
し
月
を
見
て
（
諸
）
又
の
年
の
秋
月
を
見
て
（
キ
）

催
イ

朏
第
三
句
’
し
ぐ
る
覧
（
カ
チ
）
’
し
ほ
る
ら
ん
（
諸
）
し
ぐ
る
ら
ん
（
ャ
）

に
（
朱
）

師
第
四
句
ｌ
な
が
き
形
見
と
（
キ
ヵ
コ
大
チ
）
ｌ
な
が
き
か
た
み
に
（
氏
ソ
司
ト
ヶ
）
か
た
承
と
（
ャ
）

川
詞
書
ｌ
斎
宮
女
御
の
も
と
に
（
司
）
ｌ
斎
宮
女
御
の
も
と
に
て
（
諸
）

つ
Ｌ
イ
も
（
朱
）

Ⅷ
初
句
ｌ
尋
っ
上
ｌ
尋
ね
て
も
（
諸
）
尋
て
も
（
卜
）
尋
て
の
（
ャ
）

心

剛
第
二
句
ｌ
心
の
や
ゑ
に
（
司
）
Ｉ
衣
の
や
承
に
（
諸
）
衣
の
や
み
に
（
ャ
）

肥
作
者
ｌ
女
御
藤
原
生
子
大
二
条
関
白
女
（
コ
チ
）
ｌ
女
御
藤
原
生
子
（
諸
）
女
御
藤
原
生
子
大
二
条
関
白
女
ィ
（
ャ
）

肥
詞
書
ｌ
お
さ
な
き
Ｉ
を
さ
な
か
り
け
る
（
諸
）

剛
詞
書
ｌ
見
侍
て
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
司
）
ｌ
見
て
（
キ
ト
ヶ
大
チ
）

朏
詞
書
ｌ
身
ま
か
り
に
け
る
（
カ
氏
ソ
ャ
司
チ
）
Ｉ
身
ま
か
り
け
る
（
キ
ヶ
大
チ
）
身
ま
か
り
ぬ
る
（
卜
）
象
か
り
に
け
る
（
己

を
イ

測
詞
書
ｌ
承
か
ど
を
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
可
チ
）
ｌ
御
か
ど
（
キ
ヶ
大
）
象
か
ど
（
ト
）

細
イ

剛
作
者
ｌ
藤
原
季
綱
（
カ
氏
可
）
ｌ
藤
原
季
繩
（
キ
ソ
コ
ヶ
チ
）
藤
原
季
綱
（
ャ
）
藤
原
季
綱
朝
臣
（
卜
）
藤
原
秀
繩
（
大
）

脱
詞
書
ｌ
関
の
ち
か
き
（
カ
ソ
）
ｌ
関
ち
か
き
（
諸
）

を
（
朱
）

胴
第
四
句
ｌ
た
つ
日
も
し
ら
ず
ｌ
た
っ
日
を
し
ら
ず
（
諸
）
た
つ
日
も
（
ャ
）

畑
作
者
’
一
条
右
大
臣
恒
佐
（
カ
氏
ソ
ヶ
大
）
’
一
条
左
大
臣
（
キ
司
卜
）
一
条
左
大
臣
恒
佐
（
コ
チ
）
一
条
左
大
臣
恒
佐
ィ
（
ャ
）

師
詞
書
’
七
月
計
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
可
チ
）
’
七
月
ば
か
り
に
（
キ
ト
ヶ
大
）

剛
詞
書
１
人
ミ
に
わ
か
れ
お
し
み
て
１
人
ぐ
わ
か
れ
お
し
み
け
れ
ば
（
キ
ヶ
大
）
人
ぐ
わ
か
れ
を
し
み
て
（
氏
ソ
コ
ャ
ト
チ
）
人
々
わ
か
れ
を
堅
し

剛
第
三
句
ｌ
な
ぐ
さ
ま
む
ｌ
な
ぐ
さ
む
と
（
諸
）

よ
イ

抑
第
四
句
ｌ
明
石
の
と
ま
り
Ｉ
明
石
の
と
よ
り
（
諸
）
あ
か
し
の
と
ま
り
（
ャ
）

め
イ

川
第
三
句
ｌ
ゑ
だ
る
め
り
（
チ
）
ｉ
ゑ
だ
る
な
り
（
諸
）
承
だ
る
な
り
（
卜
）
「
な
」
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
「
み
」
（
司
）

糸
て
（
力
司
）

／

ｋ
ｌ
」
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卿
第
五
句
’
す
ま
ゐ
成
け
り
（
ャ
大
）
’
す
さ
び
な
り
け
り
（
諸
）
「
ゑ
」
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
「
さ
」
（
司
）

（
朱
）

咄
詞
書
ｌ
ょ
ゑ
侍
し
（
カ
氏
ソ
コ
チ
）
’
よ
承
侍
け
る
（
キ
ト
ヶ
大
）
よ
承
侍
し
（
ャ
）
読
象
侍
り
し
に
（
司
）

哩
詞
書
’
こ
と
を
（
司
）
’
こ
と
を
よ
め
る
（
諸
）

ぬ
イ

蝿
第
四
句
ｌ
忘
れ
ね
人
を
（
カ
コ
ャ
司
チ
）
Ｉ
わ
す
れ
ぬ
人
を
（
キ
氏
ソ
ヶ
大
）
忘
れ
ね
人
を
（
卜
）

と
イ

叩
第
三
句
ｌ
形
見
に
て
（
氏
コ
ャ
司
大
）
ｌ
形
糸
と
て
（
キ
カ
ソ
ト
チ
）
か
た
象
に
て
（
ヶ
）

に
イ

川
詞
書
ｌ
よ
ぶ
侍
け
る
（
氏
司
チ
）
Ｉ
ょ
承
け
る
に
（
キ
ヶ
大
）
よ
ゑ
侍
け
る
に
（
カ
ソ
コ
）
よ
承
侍
け
る
（
卜
）
よ
象
侍
け
る
中
に
（
ャ
）

Ⅷ
第
五
句
ｌ
も
る
人
は
な
し
ｌ
も
る
人
も
な
し
（
諸
）

時

蛎
詞
書
ｌ
た
て
ま
つ
り
し
（
氏
コ
チ
）
Ｉ
た
て
ま
つ
り
し
時
（
キ
ヵ
司
ヶ
大
）
た
て
ま
つ
り
し
。
（
ソ
）
た
て
ま
つ
り
し
に
（
ヤ
ト
）

と
は
イ
（
朱
）

川
第
五
句
ｌ
尋
ね
け
る
や
と
（
大
）
ｌ
尋
ね
け
り
や
と
（
諸
）
た
づ
ね
け
り
や
と
（
司
）

咽
詞
書
ｌ
返
事
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
チ
）
ｌ
返
し
（
キ
ト
ヶ
大
）
返
り
事
を
（
司
）

成

恥
作
者
ｌ
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
ｌ
法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
（
諸
）
法
性
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
（
ャ
）
法
性
寺
入
道
前
摂
政
太

政
大
臣
（
司
）
法
成
寺
入
道
摂
政
太
政
大
臣
（
力
）

咄
第
五
句
Ｉ
影
を
ゑ
て
ま
し
（
キ
）
ｌ
影
を
ゑ
せ
ま
し
（
諸
）

ふ
（
朱
）
こ
と
（
朱
）

叩
詞
書
ｌ
い
ふ
心
を
ｌ
い
へ
る
心
を
（
諸
）
い
へ
る
こ
Ｌ
ろ
を
（
ャ
）

Ⅲ
第
三
句
ｌ
谷
の
水
Ｉ
谷
水
の
（
諸
）
苔
水
の
（
ャ
）
元
姓
字
（
朱
）

州
作
者
ｌ
雅
経
（
ソ
コ
ャ
）
Ｉ
藤
原
雅
経
（
諸
）
藤
原
雅
経
（
力
）

叩
初
句
ｌ
な
が
め
わ
び
ぬ
Ｉ
な
が
め
わ
び
（
諸
）

の
イ

叩
詞
書
ｌ
雨
ふ
り
侍
け
る
ｌ
雨
ふ
る
（
諸
）
あ
め
の
ふ
る
（
コ
チ
）
雨
ふ
る
（
ャ
）
雨
ふ
り
け
る
（
卜
）
雨
ふ
り
た
る
（
司
）

か
上
へ
る
べ
き
（
ソ
）
い
つ
ご
ろ
に
《

蠅
詞
書
’
十
五
首
’
五
十
首
（
諸
）

ぞ
イ

Ⅷ
第
五
句
ｌ
西
に
ぞ
有
ら
し
’
西
に
あ
る
ら
し
（
諸
）
西
に
あ
る
ら
し
（
卜
）

Ⅷ
詞
書
ｌ
い
つ
程
に
か
帰
る
べ
き
と
（
氏
コ
チ
）
ｌ
い
つ
ほ
ど
に
帰
る
べ
き
と
（
キ
司
ト
ヶ
大
）
い
っ
の
ほ
ど
に
か
帰
べ
き
と
（
力
）
い
つ
ほ
ど
に

ほ
ど
イ

か
上
へ
る
べ
き
（
ソ
）
い
つ
ご
ろ
に
か
帰
べ
き
と
（
ヤ
）
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測
詞
書
Ｉ
寄
風
恋
を
ｌ
ナ
シ
（
諸
）

剛
第
五
句
ｌ
哀
と
も
ゑ
む
（
キ
ヶ
大
）

剛
詞
書
ｌ
寄
雨
恋
を
ｌ
ナ
シ
金

ｌ獅
詞
書
ｌ
冬
恋
を
ｌ
ナ
シ
（
諸
）

川
第
五
句
ｌ
恋
っ
奥
ぞ
ぬ
る
ｌ
恋
っ
上
ぞ
ふ
る
（
諸
）

川
第
二
句
ｌ
山
下
風
吹
て
ｌ
山
お
ろ
し
吹
て
（
諸
）

か
イ

加
第
五
句
ｌ
君
し
と
は
ず
は
Ｉ
君
し
と
か
ず
は
（
諸
）
君
し
と
は
ず
は
（
ソ
）

鯛
第
五
句
ｌ
影
は
象
え
ね
ど
（
キ
氏
司
ヶ
大
チ
）
Ｉ
影
は
み
ね
ど
も
（
カ
ソ
コ
ャ
、
、
）

剛
第
五
句
ｌ
や
ど
る
月
か
げ
Ｉ
の
こ
る
月
影
（
諸
）

ｌ池
作
者
ｌ
藤
原
定
家
朝
臣
（
氏
チ
）
ｌ
定
家
朝
臣
（
諸
）

魏
詞
書
ｌ
関
路
恋
を
ｌ
ナ
シ
（
諸
）

剛
詞
書
ｌ
寄
雨
恋
を
ｌ
ナ
シ
（
諸
）

唖
第
三
句
ｌ
思
ひ
し
に
Ｉ
思
ひ
し
を
（
諸
）

な
ら
（
朱
）

皿
第
五
句
ｌ
心
ま
ど
ひ
に
（
カ
氏
ソ
コ
司
大
チ
）
Ｉ
心
ま
よ
ひ
に
（
キ
ト
ヶ
）
こ
上
ろ
ま
ど
ひ
に
（
ャ
）

川
詞
書
ｌ
よ
み
け
る
（
氏
ソ
コ
チ
）
ｌ
よ
み
侍
け
る
（
キ
カ
ヶ
大
）
よ
め
る
（
司
卜
）
「
侍
」
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
よ
象
け
る

ｌ

宗
」

刑
詞
書
ｌ
帰
り
侍
に
け
る
（
ソ
コ
ャ
）
Ｉ
帰
侍
け
る
（
キ
氏
司
ト
ヶ
大
）
か
へ
り
侍
・
け
る
（
力
）
帰
侍
け
る
に
（
チ
）

伽
作
者
’
九
条
入
道
前
右
大
臣
’
九
条
入
道
右
大
臣
（
諸
）
九
条
入
道
左
大
臣
（
ャ
）
九
条
右
大
臣
（
卜
）

捌
詞
書
ｌ
小
一
条
の
ｌ
小
八
条
の
（
諸
）
一
条
の
（
力
）

ｌ哩
第
三
句
ｌ
思
ひ
し
に
Ｉ
思
ひ
し
を

恋
（
朱
）

皿
詞
書
ｌ
忍
恋
の
こ
上
ろ
を
（
キ
ヶ
大
）
ｌ
忍
恋
（
カ
氏
司
ト
）
し
の
ぶ
る
こ
ひ
（
己
忍
ぶ
る
恋
（
ャ
）
し
の
ぶ
こ
ひ
（
ソ
チ
）

川
詞
書
ｌ
た
て
ま
つ
り
し
（
氏
）
ｌ
た
て
ま
つ
り
け
る
（
諸
）

咽
作
者
ｌ
藤
原
元
輔
朝
臣
Ｉ
藤
原
基
輔
朝
臣
（
諸
）

て
（
朱
）

剛
詞
書
ｌ
ま
か
り
て
ｌ
ま
か
り
て
帰
り
て
（
諸
）
ま
か
り
帰
り
て
（
ャ
）

捌
詞
書
ｌ
小
一
条
の
ｌ
小
八
条
の
（
諸
当

ｌ皿
第
三
句
Ｉ
露
け
さ
は
Ｉ
露
け
き
は
（
諸
）

ｌ
あ
は
れ
と
は
見
む
（
諸
）

（
ヤ
）

－103－



脚
ィ
作
者
ｌ
源
重
之
（
氏
チ
）
重
之
（
諸
）
「
源
」
ミ
セ
ヶ
チ
（
ャ
）

師
第
四
句
ｌ
も
ろ
こ
し
舟
も
（
キ
ヶ
）
Ｉ
も
ろ
こ
し
舟
の
（
諸
）

卵
第
四
句
１
つ
ら
き
か
た
に
は
Ｉ
つ
ら
き
が
た
め
は
（
諸
）
つ
ら
き
人
に
は
（
ヵ
）

ヘ
イ
ー

卵
第
四
句
ｌ
忘
れ
ず
ぞ
思
ふ
（
ヵ
司
）
Ｉ
忘
れ
ず
思
ふ
（
キ
ソ
ヶ
）
忘
れ
ず
お
も
へ
（
氏
コ
ト
大
チ
）
わ
す
れ
ず
ぞ
思
ふ
（
ャ
）

い

恥
第
二
句
ｌ
夢
に
あ
り
つ
と
（
氏
ソ
コ
）
Ｉ
夢
に
あ
ひ
つ
と
（
キ
ヵ
ャ
司
ヶ
大
）
夢
に
ぁ
ふ
っ
と
（
卜
）
夢
に
あ
り
つ
と
（
チ
）

恥
詞
書
ｌ
わ
た
る
な
ど
（
キ
ヵ
コ
ヶ
大
）
ｌ
わ
た
る
と
（
氏
ソ
ャ
司
ト
チ
）

Ⅷ
第
二
句
ｌ
思
ひ
な
は
て
そ
（
氏
）
ｌ
思
ひ
な
た
え
そ
（
諸
）

蠅
詞
書
ｌ
朱
雀
院
御
時
ｌ
朱
雀
院
（
諸
）
朱
雀
（
ヵ
）

同
ｌ
あ
く
る
年
の
（
キ
カ
氏
ヶ
大
）
ｌ
あ
く
る
と
し
（
ソ
コ
ャ
司
ト
チ
）

藤
原
（
朱
）
二
字
蕪
之
（
朱
）

岬
作
者
ｌ
藤
原
雅
経
（
ソ
司
）
ｌ
藤
原
雅
経
朝
臣
（
キ
氏
コ
ト
ヶ
大
チ
）
雅
経
朝
臣
（
ヵ
）
「
朝
臣
」
朱
補
（
ャ
）

壺

蠅
詞
書
ｌ
さ
か
り
に
な
り
け
る
ｌ
さ
か
り
な
り
け
る
（
諸
）

ど
イ

螂
第
三
句
ｌ
こ
と
聖
へ
ど
（
キ
氏
ソ
コ
ヶ
大
）
’
こ
と
Ｌ
へ
ぱ
（
ヤ
ト
チ
）
こ
と
聖
へ
ぱ
（
ヵ
）
「
は
」
朱
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
「
と
」
（
司
）

は
イ

螂
第
三
句
ｌ
秋
風
に
（
カ
氏
ソ
コ
ト
チ
）
ｌ
秋
風
は
（
キ
ャ
ヶ
大
）
秋
風
に
（
司
）

や
（
朱
）

繩
第
五
句
ｌ
凉
し
か
ら
な
む
（
氏
ソ
コ
大
チ
）
Ｉ
涼
し
か
る
ら
ん
（
キ
カ
ャ
ト
ヶ
）
す
聖
し
か
り
け
り
（
司
）

剛
作
者
ｌ
藤
原
為
時
朝
臣
（
ヵ
司
）
Ｉ
藤
原
為
時
（
諸
）

蝿
第
四
句
ｌ
松
の
ひ
ま
も
る
ｌ
松
の
く
ま
も
る
（
諸
）
松
の
木
ま
も
る
（
ヶ
）

Ⅷ
詞
書
ｌ
た
て
ま
つ
り
て
侍
け
る
を
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
チ
）
Ｉ
た
て
ま
つ
り
け
る
を
（
キ
ヶ
大
）
奉
り
侍
け
る
を
（
ト
）
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
を

壺

螂
詞
書
ｌ
さ
か
り
に
な
り
け
る
ｌ
さ
か
り
な
い

感
イ

蜘
詞
書
ｌ
翫
新
成
桜
花
Ｉ
翫
新
成
桜
花
（
諸
）

時
（
朱
）

“
詞
書
ｌ
よ
ぶ
侍
け
る
時
（
氏
ソ
コ
）
ｌ
ょ
承
侍
け
る
に
（
諸
）
よ
承
侍
け
る
に
（
ャ
）

池
第
五
句
Ｉ
袖
の
上
の
露
（
キ
）
Ｉ
袖
の
う
は
露
（
諸
）

“
第
五
句
Ｉ
袖
の
上
の
露
（
キ
）
Ｉ
袖
の
２

と
け
イ

“
初
句
ｌ
う
ち
は
へ
て
ｌ
う
ち
は
へ
て
（
諸
）

／、

司
、ノ
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”
作
者
ｌ
壬
生
忠
峯
（
チ
）
ｌ
忠
岑
（
諸
）

剛
第
四
句
ｌ
芦
の
う
れ
は
に
ｌ
芦
の
枯
は
に
（
諸
）

け
イ

刷
第
五
句
ｌ
宿
を
か
り
つ
る
（
ヶ
）
Ｉ
宿
を
か
り
け
る
（
諸
）
宿
を
か
り
つ
る
（
ャ
）

雌
詞
書
ｌ
お
ろ
し
て
侍
に
け
る
に
ｌ
お
ろ
し
侍
に
け
る
に
（
キ
ヵ
ソ
ャ
ヶ
大
チ
）
お
ろ
し
侍
け
る
に
（
氏
．
司
卜
）

脚
初
句
ｌ
か
坐
る
世
も
（
ヶ
）
ｌ
か
皇
る
せ
も
（
諸
）

波
イ

睡
第
四
句
Ｉ
跡
な
き
道
を
ｌ
あ
と
な
き
水
を
（
諸
）
あ
と
な
き
水
を
（
ャ
）

“
第
五
旬
ｌ
心
か
ら
か
も
（
刀
氏
ソ
コ
司
）
ｌ
所
が
ら
か
も
（
キ
ャ
ト
ヶ
大
チ
）

の
は
イ
は
腫

珈
第
三
句
ｌ
山
風
に
（
カ
氏
ソ
コ
ャ
司
大
）
Ｉ
山
の
は
に
（
キ
ト
）
山
風
に
（
チ
）
山
の
か
ぜ
に
（
ヶ
）

”
詞
書
’
九
月
十
日
あ
ま
り
（
ヵ
司
）
’
九
月
十
余
日
（
氏
ソ
コ
ャ
ト
チ
）
九
月
十
日
余
日
（
キ
ヶ
大
）

糊
第
四
句
ｌ
わ
れ
身
は
ｌ
わ
れ
ぷ
ば
（
キ
カ
ソ
コ
ヶ
大
）
わ
が
み
は
（
氏
）
「
か
身
」
朱
ミ
セ
ヶ
チ
ー
↓
わ
れ
ぷ
ぱ
（
司
）
我
見
ば
（
ヤ
ト
チ
）

鯉
第
二
句
ｌ
我
世
の
影
を
卑
大
）
ｌ
わ
が
身
の
か
げ
を
（
葱
わ
が
身
の
か
げ
（
．
）

に
に
イ

剛
初
句
ｌ
身
の
う
さ
に
（
キ
ヵ
司
ヶ
大
）
ｌ
身
の
う
さ
を
（
氏
ソ
コ
ト
）
身
の
う
さ
を
（
ャ
）
身
の
う
さ
を
（
チ
）

“
詞
書
ｌ
を
く
り
け
る
（
キ
可
）
ｌ
お
く
れ
り
け
る
藷
）

ぬ
ら
イ

螂
第
五
句
ｌ
深
ぬ
ら
ん
（
キ
司
ヶ
大
）
ｌ
ふ
け
に
け
む
（
カ
氏
ソ
コ
ト
チ
）
深
に
け
ん
（
ャ
）

刷
詞
書
ｌ
遍
照
寺
（
氏
ソ
司
）
Ｉ
遍
照
寺
の
（
キ
ヶ
大
チ
）
遍
照
寺
に
（
カ
コ
）
遍
照
寺
に
て
（
ヤ
ト
）

は

蜘
詞
言
Ｉ
そ
の
人
。
’
其
人
（
諸
）
そ
の
人
は
（
．
）

堀
第
二
句
１
月
の
出
し
侭
１
月
の
出
し
峰
の
享
ト
ヶ
さ
月
ぬ
い
で
し
侭
の
民
ソ
コ
さ
月
の
で
し
橇
の
分
司
）
「
と
ミ
セ
主
人
芯

蠅
詞
耆
ｌ
ナ
シ
ー
題
し
ら
ず
（
諸
）

性
イ

肺
詞
書
ｌ
法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
ｉ
法
成
寺
入
道
前
太
政
大
臣
（
諸
）
法
成
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
キ
）
法
成
寺
入
道
前
太
政
大
臣

わ
す
れ
ぬ
る
イ

畑
第
四
句
ｌ
お
り
を
忘
れ
ぬ
ｌ
折
を
わ
す
れ
ぬ
（
諸
）

卿
作
者
ｌ
紀
貫
之
（
チ
）
ｌ
貫
之
（
諸
）

ヘ

ヤ
、＝
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剛
第
四
句
ｌ
夢
を
う
っ
入
と
Ｉ
夢
を
う
っ
Ｌ
に
（
諸
）

”
詞
書
ｌ
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
Ｉ
入
道
前
関
白
家
（
諸
）

”
詞
書
ｌ
返
し
に
（
キ
ヶ
大
）
Ｉ
返
事
に
（
諸
）
返
ご
と
に
（
ト
）

叩
作
者
’
八
条
院
高
倉
（
カ
ャ
ト
）
ｌ
ナ
シ
（
諸
）
譲
鶏
薙
正

Ⅷ
詞
耆
ｌ
前
大
僧
都
全
真
（
キ
氏
）
Ｉ
前
僧
都
全
真
（
諸
）

伽
第
二
句
ｌ
さ
び
し
く
ぞ
世
を
Ｉ
久
し
く
ぞ
世
を
（
諸
）
ひ
さ
し
く
よ
に
ぞ
（
力
）

叩
第
五
句
１
つ
も
り
ぬ
る
伐
１
つ
も
る
こ
ろ
か
な
（
諸
）

も

剛
第
五
句
ｌ
物
も
こ
そ
思
へ
（
己
Ｉ
も
の
を
こ
そ
思
へ
（
諸
）
物
を
こ
そ
思
へ
（
ャ
）

鵬
第
五
句
ｌ
苔
の
い
し
橋
（
カ
氏
ソ
コ
司
）
ｌ

海
イ

剛
第
四
句
ｌ
西
の
浦
に
も
ｌ
西
の
う
ら
に
も

Ⅲ
第
三
句
１
世
を
す
ぐ
す
（
氏
）
１
世
を
っ

叩
初
句
ｌ
な
れ
て
見
し
Ｉ
な
れ
て
見
て
し
（

Ⅷ
詞
書
ｌ
出
家
の
聖
ち
Ｉ
出
家
の
時
（
諸
）

伽
詞
書
ｌ
よ
み
け
る
（
ソ
コ
ャ
チ
）
Ｉ
よ
み

”
詞
書
ｌ
忠
峯
が
歌
な
ど
Ｉ
忠
岑
が
な
ど
（

醜
詞
書
ｌ
又
の
日
っ
か
は
し
け
る
（
．
）
ｌ

税
作
者
ｌ
右
大
将
済
時
（
キ
）
Ｉ
左
大
将
済

噸
第
五
句
ｌ
我
も
成
な
む
Ｉ
我
も
な
る
ら
む

脱
第
二
句
ｌ
涙
に
月
は
Ｉ
涙
に
月
も
（
諸
）

１ 棚
第
二
句
Ｉ
昔
住
こ
し
Ｉ
昔
す
み
け
ん

１
１
に
イ

棚
初
句
ｌ
陰
よ
と
て
Ｉ
陰
に
と
て
（
諸
）

剛
詞
書
ｌ
ナ
シ
（
氏
ソ
ゴ
司
ト
チ
）
ｌ
題
し
ら
ず
（
キ
ヵ
ヶ
大
）
朱
補
（
ャ
）

１

チ
）
ｌ
よ
み
侍
け
る
（
キ
ヵ
氏
ト
ヶ
大
）
よ
め
る
（
司
）

忠
岑
が
な
ど
（
諸
）

る
（
．
）
Ｉ
又
の
日
（
諸
）
・

Ｉ
左
大
将
済
時
（
諸
）

我
も
な
る
ら
む
（
諸
）

四
石
イ

ソ
コ
司
）
ｌ
こ
け
の
岩
橋
（
キ
ト
ヶ
大
チ
）
こ
け
の
石
は
し
（
ャ
）

空
イ

の
う
ら
に
も
（
諸
）
西
の
空
に
も
（
キ
ト
ヶ
）
西
の
浦
に
も
（
ヤ
）

す

１
世
を
つ
く
す
（
諸
）
世
を
つ
く
す
（
ソ
）
世
を
す
ご
す
（
ヶ
）

て
見
て
し
（
諸
）
な
れ
き
て
し
（
氏
）

へ

諸
曾
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胴
詞
書
ｌ
申
を
く
り
侍
け
る
（
川
）
ｌ
申
を
く
り
け
る
（
諸
）

剛
詞
書
１
月
よ
ぷ
の
も
り
に
（
ソ
）
１
月
読
社
に
（
諸
）

搬
詞
書
Ｉ
入
道
前
関
白
右
大
臣
家
ｌ
入
道
前
関
白
家
（
諸
）

ｌ棚
詞
耆
ｌ
よ
め
る
（
キ
司
ヶ
大
）
ｌ
よ
ぶ
侍
け
る
（
諸
）

肋
第
二
句
ｌ
す
ご
く
ふ
け
ど
も
（
カ
ソ
ャ
）
ｌ
す
ご
く
ふ
く
と
も
（
諸
）
す
ご
く
吹
と
も
（
チ
）

も
（
朱
）

剛
第
三
句
１
世
を
す
て
‐
聖
１
世
を
も
捨
て
（
諸
）
よ
を
捨
て
（
司
）

皿
詞
書
ｌ
か
け
聖
る
を
（
力
）
ｌ
か
け
坐
る
に
（
諸
）

川
詞
書
ｌ
熊
野
へ
（
キ
）
Ｉ
熊
野
に
（
諸
）
熊
野
（
氏
）

川
作
者
ｌ
徳
大
寺
左
大
臣
実
能
ｌ
徳
大
寺
左
大
臣
（
諸
）
後
徳
大
寺
左
大
臣
（
卜
大
）

Ⅷ
詞
書
ｌ
み
つ
の
寺
（
キ
ャ
ヶ
大
）
Ｉ
み
っ
て
ら
（
諸
）

ナ
カ
メ
イ

蠅
第
五
句
Ｉ
風
に
ま
か
せ
て
（
氏
）
Ｉ
風
に
な
が
め
て
（
諸
）
風
に
ま
か
せ
て
（
司
）

棚
詞
耆
ｌ
よ
め
る
（
キ
司
ヶ
大
）
１

１洲
詞
書
ｌ
さ
か
木
の
枝
に
Ｉ
榊
に

朏
詞
書
ｌ
俊
成
に
’
三
位
俊
成
に
（
諸
）
三
位
入
道
俊
成
に
（
氏
）
三
位
俊
成
（
司
）

棚
第
四
句
ｌ
昔
を
こ
ふ
る
ｌ
昔
を
お
も
ふ
（
諸
）

剛
詞
書
ｌ
た
て
ま
つ
り
け
る
に
（
チ
）
ｌ
た
て
ま
つ
り
け
る
（
諸
）
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
力
）

郷
作
者
ｌ
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
ｌ
ナ
シ
（
著
蕊
整
籍
頃

咄
第
三
句
１
人
も
あ
ら
ば
（
氏
ソ
コ
ャ
司
チ
）
１
人
あ
ら
ぱ
（
キ
ト
ヶ
大
）
人
の
あ
ら
ぱ
（
力
）

ｌ蹴
第
三
句
ｌ
こ
り
つ
め
る
（
キ
司
）
Ｉ
こ
り
つ
む
る
（
諸
）

卿
第
三
句
１
世
を
す
て
聖
１
世
を
も
捨
て
金

Ⅷ
初
句
ｌ
な
に
ゅ
へ
に
‐
な
に
ご
と
に
（
諸
）

剛
初
句
ｌ
秋
風
の
ｌ
秋
風
に

ｌ柵
詞
書
ｌ
稲
田
彦
ｌ
猿
田
彦

開
第
三
句
ｌ
こ
り
つ
め
る
（
キ
司
）
Ｉ
こ
、

ｌ雌
詞
害
ｌ
寂
蓮
法
師
（
氏
）
Ｉ
寂
蓮
（
諸
）

／ヘ〆へ

諸諸
ゞ、_ノ

〆、

諸
、ノ

申
（
朱
）

を
く
り
け
る
（
ヤ
）

-107-



以
上
、
異
同
の
親
疎
に
偏
向
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
諸
本
の
存
在
を
群
雄
割
拠
に
職
え
る
な
ら
そ
の
一
員
で
も
あ
り
う
る
こ
と

に
な
っ
て
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
一
つ
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

猶
、
本
書
の
独
自
異
文
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
巻
十
四
恋
四
巻
末
か
ら
巻
十
五
恋
五
巻
頭
に
か
け
て
連
続
入
集
す
る
「
水
無
瀬
恋
十
五
首

歌
合
」
の
６
首
に
対
し
、
歌
題
を
書
き
添
え
て
い
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
。
但
、
最
初
の
４
首
（
恥
１
脚
）
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
が
、
残
る
２
首
に
は

題
が
書
か
れ
ず
、
師
の
題
が
か
か
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
両
首
と
も
「
こ
が
ら
し
の
風
」
「
荻
の
上
か
ぜ
」
と
風
を
詠
ゑ
入
れ
て
恥
の
「
寄
風
恋
」
題
で

も
通
用
し
そ
う
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
秋
恋
」
の
た
め
、
誤
り
を
冒
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
原
本
の
段
階
か
ら
題
が
存
在
し
た
可
能

性
は
低
く
な
ろ
う
が
、
不
徹
底
な
が
ら
も
、
書
写
時
点
で
他
言
を
参
看
し
つ
つ
本
文
に
手
を
入
れ
て
い
く
一
例
で
は
あ
る
。

隠
岐
本
政
ｌ
い
に
し
へ
（
ャ
己
‐

同
Ｉ
和
歌
の
ｌ
和
歌
所
の
（
諸
）

同
Ｉ
し
か
る
に
あ
ら
ず
ｌ
し
か
る
を
こ
れ
を
抄
せ
し
め
ば
も
と
の
序
を
か
ょ
は
し
も
ち
ゐ
べ
き
に
ぁ
ら
ず
（
諸
）
熱
霧
垢

同
Ｉ
さ
ま
人
、
ｌ
の
ｌ
巻
き
の
（
諸
）
さ
き
人
、
の
（
力
）

同
１
千
歌
も
奥
ち
’
千
歌
む
も
上
ち
（
諸
）

同
ｌ
集
撰
す
る
ｌ
集
を
抄
す
る
（
諸
）

同
Ｉ
や
は
ら
か
な
り
し
Ｉ
風
や
は
ら
か
な
り
し
（
諸
）

咄
第
四
句
ｌ
山
の
お
く
に
も
Ｉ
や
ど
る
お
く
に
も
（
諸
）

１川
第
二
句
Ｉ
君
が
り
出
る
（
ヶ
）
ｌ
君
が
り
い
つ
か
（
諸
）
君
が
り
い
つ
（
卜
）

椰
詞
書
ｌ
あ
か
上
り
け
る
夜
ｌ
あ
か
皇
り
け
る
に
（
諸
）

叩
詞
書
ｌ
身
ま
か
り
て
の
ち
Ｉ
身
ま
か
り
に
け
る
後
（
諸
）

隠
岐
本
政
ｌ
い
に
し
へ
（
ヤ
ゴ
）
ｌ
い
に
し
（
諸
）
故
（
力
）

“
初
句
Ｉ
さ
ら
ず
と
も
ｌ
さ
ら
ず
と
て
（
諸
）
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縦
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感
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９
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を
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え
偽
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可
今
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時
＆
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参
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余
忽
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リ
劫
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心
§
１
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ら
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熟
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り
１
渦
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い
ふ
鰯
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い

祇
側
曜
鼠
、
識
箪
」
。
。
‐
掴
・
色
哩
黍
雇
笹
畢
の
条
擁
鯵
い
ふ
心

身
Ａ
鎚
蛭
塞
腫
礒
必
鞍
７
軌
〃
坐
Ｌ
途
７
分
９
ｔ
爺
↓
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を
Ｉ
今
を
感
識

雷
§
峰
噸
顧
笥
入
蠅
、
皇
￥
鍵
鯵
基
罐
獅
ｌ
↑

齢
降
胤
ｊ
聯
？
吋
乃
噌
爪
Ｉ
隼
～
繋
準
呼
塊

応
Ⅳ
”
入
蓉
認
徳
蝿
匂
急
嬰
豚
倉
久
に
副
食
叩
も
＃
令
冨
閲
冬
３

”
隈
臘
々
涙
慰
？
３
邑
震
ザ
ハ
め
ん
泌
雅
“

4
K

謹
蕊
蕊
熱
誤
曇
簔
導
議
Ｆ
も
紗
灸
罵

一

幻
認
弧
γ
砿
騨
あ
１
４
つ
へ
７
７
１

壷
鐡
塗
癖
Ｊ
善
蕾
謹
幕

〃
０
才
ｊ
今
野
殉
国

・ 口懇

ml識

坤晶軒吋
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ｒ
億
房
剥
心
勇
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冨
胸
へ
浮
ぶ
↓
亡
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妙
疹
猫
ｉ
ｔ
紬

鯵
陛
心
衣
１
§
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ふ
ぐ
始
漆
Ｉ
ぐ
の
刀
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ヘ
汐
伺
叩
く
＃
ａ
も
ｆ
〃
砂
ｌ
～
参
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紗
１
１
〆
駒
Ｉ
リ
ノ
ワ
ｊ
“
吟
渉
Ｔ
ｌ

閑
，
み
’
や
ｉ
γ
、
ｊ
尺
可
ん
１
７
人
ｆ
Ｉ
‐
鳶
う
て
－
ｔ
刀
４
７
ノ
ｈ
７
Ｉ
ら
う
ぐ
Ｉ
イ
ー
つ
り
の
ｖ
人

ｊ
劾
陰
ダ
ヘ
ィ
ず
ふ
ｊ
１
ｌ
ｉ
Ｔ
Ｔ
３
Ｊ
肛
叩
～
、
ｒ
ｊ
流
、
１
１
１
‐

“
…
可
ｉ
ゞ
，
：
｜
ゞ
抄

稽
久
癒
咽
誇
換
鯵
岳

侭
函
県

，
＆
そ
で
侭
蓄
農
関
聯
砿
爵
７
心
の
菰
Ｘ
噺
当
風
拳
険

荏
坐
聴
坪
篤
↑
也
壗
“
瞬
蝿
７
＃
ｌ
牢

轆
緊
／
〃
や
！
＃
愈
働
Ｉ
？
晶
淡
ろ
ゆ
。
乱
妙
？
公
鍔
維

琴
蓉
：
、
壱
臓
蝿
蚕
懸
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確
響
令
で
？
つ
り
ｖ
ク
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伽
！
＃
↑
１
１
嘩
勘

－

１

；
、
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‐
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↑

亘
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・
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《
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》
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ｆ

小
声
、
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４
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ざ
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．
》
』
〃
》
、
》
，
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総
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驚

今
も
●
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ｊ
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０
．
，
、
‘
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ｆ
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、
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．
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；
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